
第２次江南市地域福祉計画・地域福祉活動計画 修正事項一覧  

 

〇内容の修正 

№  該当か所  修正箇所 ・内容 

1 
第４章 

第５章 
各事業の担当課名について、組織再編後の新課名に修正しました。 

2 P68 指標 
P68 の再犯率の定義について、P22 のグラフのとおり江南警察署管内のことですが、分かりやすく

するため、表末尾に「「江南警察署」の管轄の数値」と記載します。 

3 
P69 

取り組み事項 

P69 の協力雇用主について、江南市が一般競争入札において総合評価にて決定する場合、その加点

をする優遇施策をしていることから、 

「協力雇用主の開拓・確保への支援（地域ふくし課）」を 

「協力雇用主の開拓・確保への支援及び優遇制度の措置（地域ふくし課）」と記述しました。 

 

 

〇字句の修正 

№  該当か所 修正箇所 理由等 

1 P12 グラフタイトル 

■高齢者１人に対する現役世代人口及び高齢化

率の推移 

→■高齢者１人に対する現役世代人口及び高齢

化率の推移・推計 

推計もグラフ内にあるため 

2 P12 グラフタイトル 
■前期・後期高齢者割合の推計 

→■前期・後期高齢者割合の推移・推計 

推移もグラフ内にあるため 

3 P29 調査期間の曜日 

「令和４年 10月 17日（月）～11月４日

（金）」 

→「令和４年 10月 17日～11月４日」 

 

曜日が他の調査にはないため

統一 

4 

P31 上段グラフ 

■特に支援が必要だと思う対象の

グラフ内 

ｎ数横見出し「市全体」 

→「市民」 

 

他と統一 

5 P.38 第 1次計画の取組状況 

重点プロジェクト１タイトル名 

「子どもも大人も福祉を学び実践しよう！」 

「子どもも大人も福祉を学び、実践しよう！」 

前回計画との整合 

6 

P44■特に支援が必要だと思う対象

を支援していくにあたり、住民や

行政、民間企業などの役割分担に

ついての考え（市民）グラフ 

ｎ数横見出「全体」 

→「市民」 

他と統一 

7 P.46グラフタイトル 
■現在の活動上の課題（上位６位・活動者） 

→■現在の活動上の課題（活動者・上位６位） 

他と表記順を統一 

 

8 

P.46 ■地域活動やボランティア活

動に参加しない理由（上位６位・

市民）グラフ 

■地域活動やボランティア活動に参加しない理

由（上位６位・市民） 

 ↓ 

■地域活動やボランティア活動に参加していな

い人で参加しない理由（市民・上位６位） 

 

他と表記順等を統一 

※アンケート結果で全体でな

く、限定した人に設問をしてい

るため、全体のｎ数と異なるこ

とがわかるような記述とする

（全体は 878だがこのグラフは

ｎ＝716） 

9 
P.47取組 

No.3ボランティアの育成 

２つ目の○ 

○認知症に対する理解を深めるため、小学校や

中学校において認知症サポーター養成講座を実

施、キャラバン・メイトを養成します。 

↓ 

○認知症に対する理解を深めるため、小学校や

中学校において認知症サポーター養成講座を実

施し、キャラバン・メイトを養成します。 

 

文章を整え、より伝わりやすく

するため 

資料２ 



 

10 
P.47取組 

No.3ボランティアの育成 

４つ目の○ 

〇優れた知識や技能を有する市民を生涯学習の

指導ボランティアとして人材登録した江南市生

涯学習講師人材バンクについて周知を図りま

す。 

↓ 

〇優れた知識や技能を有する市民を生涯学習の

指導ボランティアとして人材登録し、江南市生

涯学習講師人材バンクについて周知を図りま

す。 

文章を整え、より伝わりやすく

するため 

11 P.51 行政・社協の取組 No.7 
○民生・児童委員と連携して 

→○民生委員・児童委員と連携して 

文字統一のため 

12 
P.56■生活上の悩みや不安を相談

する人がいるか（市民）グラフ 

■生活上の悩みや不安を相談する人がいるか

（市民） 

↓ 

■悩みや不安を感じることがある人で相談でき

る場所があるか（市民） 

他と統一 

※アンケート結果で全体でな

く、限定した人に設問をしてい

るため、全体のｎ数と異なるこ

とがわかるような記述とする 

※アンケートの設問がもともと

「…場所があるか」という設問

のため 

13 

P.64■成年後見制度の利用の促

進・充実を図っていくために必要

なこと（市民）グラフ 

■成年後見制度の利用の促進・充実を図ってい

くために必要なこと（市民） 

↓ 

■成年後見制度の内容も言葉も知っている人で

制度の利用の促進・充実を図っていくために必

要だと思うこと（市民） 

他と統一 

※アンケート結果で全体でな

く、限定した人に設問をしてい

るため、全体のｎ数と異なるこ

とがわかるような記述とする 

14 
P.66●中核機関の整備・運営方針 

 

専門職による専門的助言の支援の確保や、協議

会の事務局など、地域連携ネットワークのコー

ディネートを担う機関です。 

 ↓ 

中核機関とは、専門職による専門的助言の支援

の確保や、協議会の事務局など、地域連携ネッ

トワークのコーディネートを担う機関です。 

より分かりやすい文とするため 

15 

P.67取組 No.19 

成年後見制度の周知・啓発 

○各種情報媒体を活用し、成年後見制度の広報

啓発を進めます。 

↓ 

○各種情報媒体を活用し、成年後見制度の広

報・啓発を進めます。 

「・」他と統一 

16 

P.69第 4章 基本目標３ 

再犯防止の推進 

No.28 

タイトル「関係団体との強化」 

→「関係団体との連携強化」 

目的語の追加で意味を伝わりや

すくする 

17 

P.70、71■今後行政として力をい

れていくべきこと（市民・回答割

合 20％以上）グラフ 

６番目（20.5）と７番目（20.6）の棒グラフ順

番入れ替え 

上位順とするため 

18 全体 

「取り組み」→「取組」（名詞） 

「取組みました」→「取り組みました」（動

詞） 

文字統一のため 

19 全体 「障害者」→「障害のある人」 

※固有名詞を除く 

文字統一のため 

20 全体 「声掛け」→「声かけ」 文字統一のため 

21 全体 「しくみ」→「仕組み」 文字統一のため 


